
第
１
回
拡
大
理
事
会
を
５
月
８
日

午
後
、
国
労
会
館
で
開
催
、
常
任
理

事
、
理
事
、
支
部
事
務
局
長
、
支
部

準
備
会
か
ら
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

議
長
に
常
任
理
事
の
石
井
さ
ん
を

選
出
、
渡
辺
会
長
の
挨
拶
の
後
、
松

尾
理
事
長
が
議
案
の
提
案
を
行
い
ま

し
た
。

活
動
報
告
発
言
の
前
に
「
中
国
は

ひ
と
つ
」
を
学
習
テ
ー
マ
に
山
本
恒

人
副
会
長
が
、
台
湾
と
の
平
和
統
一

は
両
地
域
の
人
心
を
ひ
と
つ
に
、
国

際
法
に
反
す
る
他
国
の
干
渉
や
妨
害

は
許
さ
れ
な
い
と
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
９
名
の
方
か
ら

発
言
が
あ
り
、
富
田
林
支
部

準
備
会
の
岡
田
さ
ん
か
ら
は
、

５
月
21
日
の
支
部
結
成
総
会

に
至
る
ま
で
の
報
告
と
あ
わ

せ
て
、
仲
間
ふ
や
し
の
報
告

が
あ
り
、
今
日
も
プ
レ
企
画

と
し
て
「
餃
子
を
つ
く
る
会
」

を
開
催
し
１
名
が
入
会
さ
れ
、

30
名
を
超
え
る
会
員
に
な
る

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

城
北
支
部
の
西
脇
さ
ん
は

百
科
検
定
受
験
促
進
講
座
を

開
催
、
帰
国
者
２
世
支
援
署

名
は
も
う
す
ぐ
千
名
に
な
る
、

団
体
へ
の
要
請
も
行
っ
て
い

る
。
中
国
映
画
鑑
賞
会
や
ハ

イ
キ
ン
グ
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

に
も
と
り
く
み
、
９
月
の
支

部
総
会
ま
で
に
会
員
を
59
名
か
ら
70

名
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

女
性
部
の
浅
田
さ
ん
か
ら
は
中
国

に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
へ
の
訪
問
を
企

画
、
中
国
総
領
事
館
か
ら
映
画
の
招

待
が
あ
り
、
３
月
の
国
際
女
性
デ
ー

の
催
し
に
も
参
加
、
中
国
映
画
を
見

る
会
や
学
習
会
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
と
発
言
さ
れ
ま
し
た

堺
支
部
の
浅
田
さ
ん
は
市
民
公
開

講
座
や
留
学
生
と
の
交
流
、
例
会
を

魅
力
的
な
行
事
に
と
中
国
語
ミ
ニ
学

習
も
取
り
入
れ
て
い
る
と
発
言
。

帰
国
者
セ
ン
タ
ー
の
長
山
さ
ん
は

帰
国
者
支
援
署
名
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
お
礼
と
、

セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
紹
介
・

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

役
員
を
先
頭
に
会
員
、

準
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て

仲
間
を
増
や
し
、
７
月
の

第
11
回
中
国
百
科
検
定
試

験
や
、
中
国
「
残
留
孤
児
・

婦
人
」
２
世
の
生
活
支
援

等
を
求
め
る
請
願
書
名
と

法
制
化
を
求
め
る
活
動
、

８
月
の
「
王
希
奇
」
展
な

ど
の
課
題
を
成
功
さ
せ
、

７
月
24
日
の
府
連
大
会
を

着
実
な
前
進
で
開
催
し
ょ

う
と
意
思
統
一
の
後
、
山

本
副
会
長
が
閉
会
の
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。
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府
連
理
事
会
開
く

帰
国
者
２
世
支
援
署
名
や

富
田
林
支
部
結
成
の
報
告
な
ど
９
名
が
発

第
68
回
大
阪
府
連
大
会
を

開
催
し
ま
す

会
長

渡
辺

武

７
月
24
日
１
時
半
か
ら

大
阪
国
労
会
館
３
階
会
議
室

議

事

①
２
０
２
１
年
度
活
動
の
ま
と
め
と

２
０
２
２
年
度
活
動
方
針
の
決
定

②
２
０
２
１
年
度
決
算
と

２
０
２
２
年
度
予
算
の
決
定

➂

役
員
選
出

そ
の
他

花
の
き
り
え
展

５
月
17
日
（
火
）
～
22
日(

日)

長
居
植
物
園
入
口

「
中
国
大
紀
行
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
15
枚
（
各

約
１
時
間
）
を
支
部
で
購
入
し
ま
し

た
。
中
国
の
雄
大
な
自
然
と
悠
久
の

歴
史
を
映
像
で
学
び
、
中
国
百
科
検

定
試
験
の
学
習
な
ど
に
活
用
し
、
役

員
に
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
歴
史
や
郷
土
の
歴
史
を
学

ぶ
取
り
組
み
も
始
め
ま
し

た
。
２
月
に
予
定
し
て
い

た
「
四
条
縄
手
の
戦
い
」

の
古
戦
場
・
史
跡
歩
き
を

４
月
23
日
に
行
い
、
10
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

新
緑
の
中
、
枚
岡
神
社
・

正
行
縁
の
首
洗
い
の
井
戸

か
ら
生
駒
山
ろ
く
の
山
道

を
通
っ
て
、
枚
岡
神
社
に
合
祀
・
廃

止
さ
れ
た
（
明
治
５
年
）
さ
れ
た
村
々

の
氏
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
神
社
跡
、

山
畑
古
墳
群
の
あ
る
郷
土
博
物
館
、

眼
下
は
か
つ
て
の
四
条
縄
手
の
戦
い

の
古
戦
場
で
す
。
人
家
を
通
っ
て
楠

木
正
行
終
焉
の
地
・
楠
木
軍
戦
士
祀

る
石
碑
な
ど
を
見
学
し
て
瓢
箪
山
稲

荷
神
社
ま
で
１
万
３
千
歩
の
コ
ー
ス

で
し
た
。

明
治
政
府
は
国
家
神
道
を
押
し
進

め
、
村
々
の
神
社
を
合
祀
・
廃
止
、

お
金
と
人
心
を
統
合
、
宗
教
教
育
の

廃
止
、
教
育
勅
語
を
発
布
し
て
国
民

道
徳
の
基
本
と
さ
れ
、
宗
教
・
教
育
・

政
治
が
一
体
と
な
っ
て
富
国
強
兵
の

道
に
進
み
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
歴

史
が
歪
め
ら
れ
、
明
治
に
な
っ

て
「
四
条
縄
手
の
戦
い
」
が

四
条
縄
と
さ
れ
、
正
行
が

「
四
条
畷
神
社
」
に
祀
ら
れ

ま
し
た
。

支
部
で
は
５
月
２
日
か
ら

中
国
語
講
座
10
回
コ
ー
ス
を

開
講
、
小
部
講
師
は
中
国
全

土
の
地
図
か
ら
、
普
通
語

（
共
通
語
・
北
方
語
）
の
他
に
広
東

語
な
ど
幾
つ
も
の
方
言
が
あ
り
、
中

国
語
の
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
、
楽

し
く
学
び
ま
し
た
。
四
声
は
な
か
な

か
難
し
く
、
宿
題
に
な
り
ま
し
た
。

第
11
回
中
国
百
科
検
定
試
験
の
支

部
主
催
学
習
会
を
５
月
20
日
に
予
定
、

長
谷
川
テ
ル
記
念
碑
建
立
募
金
に
支

部
か
ら
も
支
援
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
（
中
河
内
支
部

浜
正
幸
）

受
験
の
申
込
締
切
り
は
６
月
16

日
で
す
。
実
施
の
試
験
級
は
初
級

と
３
級
・
２
級
で
す
。
（
12
月
の

第
12
回
試
験
で
は
全
級
実
施
）

初
級
は
中
国
に
関
す
る
初
歩
的

な
常
識
を
問
う
も
の
で
、
文
字
通

り
「
理
解
は
絆
を
強
く
す
る
」
で

す
。
と
く
に
準
備
は
要
り
ま
せ
ん
。

40
問
中
28
問
（
７
割
）
正
解
で
合

格
と
な
り
ま
す
。

初
め
て
受
験
さ
れ
る
方
、
大
歓

迎
。
申
込
書
同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
い
つ
で
も
お
送
り
し
ま
す
。

大
阪
府
連
事
務
所
ま
で
電
話
、
メ
ー

ル
で
ご
連
絡
を
。

３
級
以
上
を
目
指
す

方
の
た
め
の
全
国
オ
ン

ラ
イ
ン
対
策
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

６
月
12
日
（
日
）
１

時
か
ら
４
時
「
中
国
の

政
治
と
経
済
」
（
講
師
；

井
手
啓
二
先
生
）

オ
ン
ラ
イ
ン
・
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
方
式
に
不
慣
れ
な

方
の
た
め
の
講
座
視
聴

会
の
ご
案
内
（
画
像
お

ま
と
め
再
放
映
と
質
疑

応
答
）

７
月
３
日
（
日
）
１
時
か
ら

大
阪
府
連
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

①
大
西

広
「
中
国
の
地
理
と

領
土
問
題
」
１
時
か
ら
３
時
半
、

質
疑
；
平
松
悦
雄

②
井
手
啓
二
「
中
国
の
政
治
と

経
済
」
３
時
45
分
か
ら
５
時
45
分
。

質
疑
；
山
本
恒
人

レ
ジ
メ
用
意
し
ま
す
。
出
席
の

方
は
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

受
験
し
な
い
方
の
視
聴
も
歓
迎
し

ま
す
。

第
11
回
中
国
百
科
検
定
試
験

７
月
16
日

大
阪
会
場
は
国
労
会
館
で

中
河
内
支
部

歴
史
散
歩

古
戦
場
史
跡
へ

４
月
24
日
、
府
連
文
化
教
室
で
国

交
正
常
化
50
周
年
、
辛
亥
革
命
１
１

０
年
、
３
０
０
年
続
い
た
清

朝
政
府
を
倒
し
、
２
０
０
０

年
の
専
制
政
治
体
制
に
終
わ

り
を
告
げ
さ
せ
、
民
主
共
和

政
治
へ
と
努
力
し
た
中
国
革

命
の
父
「
孫
文
」
革
命
の
た

め
に
世
界
各
国
を
ま
わ
り
、

資
金
を
集
め
訴
え
ま
し
た
。

映
画
で
は
日
本
を
追
わ
れ

マ
レ
ー
シ
ア
を
舞
台
に
し
た
、

ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
を
交
え
た

「
孫
文
・
１
０
０
年
先
を
見

た
男
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

Ｍ
さ
ん
の
感
想

「
建
物
も
洋
服
も
華
や
か
で
明
治
時

代
と
は
思
え
な
い
豪
華
さ

で
中
国
文
明
の
深
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

孫
文
の
名
言
は
心
に
響

き
ま
し
た
、
昔
も
今
も
貧

富
の
差
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
が
今
い

て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

次
回
挑
戦
す
る
中
国
百

科
試
験
に
も
役
立
ち
そ
う

で
す
、
余
韻
が
残
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
」

西
支
部

孫
文
辛
亥
革
命
１
１
０
年

映
画
上
映

初級問題です
問１．中国（中華人民共和国）が建国

されたのは西暦何年でしょうか。

①６４５年 ②１２６９年

③１９４９年 ④２００１年

問２．次の料理のなかで中国料理でな

いのはどれでしょうか。

①チンジャオロース

②トムヤムクン

③マーボードーフ

④北京ダック

正解 問１．③、問２．②



昨
年
２
月
「
帰
国
者
二
世
の
生
活

支
援
を
求
め
る
請
願
署
名
」
が
70
回

全
国
大
会
め
ざ
し
10
万
の
署
名
を
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

府
連
で
は
７
月
第
１
回

帰
国
者
支
援
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
支
部
で
学

習
会
を
開
き
、
一
人
10

筆
を
め
ど
に
進
め
る
。

支
援
委
員
会
と
し
て
講

師
な
ど
の
援
助
を
行
う
。

常
任
理
事
会
と
協
力
し

関
係
す
る
団
体
を
訪
問

し
、
署
名
を
要
請
す
る

等
を
決
め
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
日
中
友
好
協
会
で
す
。

（
略
」
他
の
団
体
で
は
代
替
え
で
き

な
い
わ
が
協
会
独
自
の
活
動
で
あ
り

存
在
意
義
で
す
。
」
（
２
０
０
０
年
７

月

井
上
会
長
談
話
）
コ
ロ
ナ
禍
で
の
反

中
感
情
に
対
し
理
性
で
立
ち
向
か
っ

て
い
く
よ
う
訴
え
た
も
の
で
す
。

「
９
条
の
署
名
」
で
は
い
ろ
い
ろ
な

意
見
も
あ
り
ま
す
。
「
医
療
費
の
署

名
」
で
は
他
団
体
と
競
合
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
署
名

は
断
る
人
が
い
な
い
、
日
中
友
好
協

会
し
か
や
っ
て
な
い
活
動
で
す
。

「
署
名
お
願
い
し
ま
す
。
」
「
帰

国
者
？
『
岸
壁
の
母
』
の
？
舞
鶴
の

記
念
館
行
っ
た
こ
と
あ
る
。
」
「
い

や
そ
う
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
残
留
孤
児

の
生
活
支
援
。
」
「
ど
こ
か
の
裁
判

で
勝
っ
て
、
解
決
し
た
ん
と
違
う
の
？
」

「
そ
れ
は
一
世
で
こ
れ
は
二
世
三
世

の
・
・
・
。
」
支
部
で
の
学
習
会
や

団
体
訪
問
要
請
、
地
元
議
員
訪
問
要

請
に
説
明
す
る
資
料
が
な
く
苦
労
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
連
や
兵
庫
県
連
の
援
助
を

受
け
な
が
ら
独
自
に
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

製
作
が
決
ま
り
ま
し

た
が
８
か
月
経
過
し

た
今
も
ま
だ
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
８
月
大

阪
中
国
帰
国
者
セ
ン

タ
ー
の
協
力
で
継
続

し
て
帰
国
者
支
援
を

行
っ
て
い
る
久
保
井

法
律
事
務
所
を
訪
問
。

第
３
回
支
援
委
員
会

に
は
帰
国
者
二
世
、

三
世
の
方
々
の
参
加

も
得
、
生
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

一
人
で
８
０
０
筆
も
集
め
た
会
員

も
現
れ
ま
し
た
。
布
川
方
式
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
①
署
名
用
紙
を
常
に

携
行
す
る
。
②
気
軽
に
訴
え
る
。
③

訴
え
る
だ
け
で
は
な
く
署
名
集
め
を

依
頼
す
る
。
④
友
人
知
人
に
郵
送
で

依
頼
、
返
信
用
封
筒
も
忘
れ
ず
に
。

団
体
要
請
は
24
団
体
訪
問
し
、
先

月
、
更
な
る
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
今
後
、
国
会
議
員
地
元
事
務
所

に
請
願
紹
介
議
員
要
請
を
す
る
予
定

で
す
。
署
名
は
現
在
４
７
２
３
筆
で

す
。
追
加
提
出
が
で
き
ま
す
。
府
連

の
締
め
切
り
は
５
月
中
と
し
ま
す
。

署
名
運
動
は
一
応
の
キ
リ
が
付
き

ま
す
が
、
帰
国
者
支
援
の
活
動
は
緒

に
就
い
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
、
大

阪
中
国
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

多
様
な
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
く

予
定
で
す
。

（
石
井

勉
）
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４
月
23
日
２
時
か
ら
第
11
回
中
国

百
科
検
定
試
験
に
向
け
た
第
１
回
対

策
講
座
と
し
て
の
学
習

会
に
は
11
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

日
中
友
好
協
会
が
毎

年
作
成
し
、
販
売
し
て

い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
っ

て
、
「
中
国
を
知
ろ
う
」

と
い
う
企
画
で
す
。
今

年
２
０
２
２
年
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
使
っ
て
撮
影

地
の
特
徴
や
ま
つ
わ
る

歴
史
の
紹
介
は
、
井
上

正
道
さ
ん
（
特
級
合
格

者
）
が
行
い
ま
し
た
。

終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
「
中
国

の
名
所
、
旧
跡
は
歴
史
や
宗
教
、
民

族
に
関
わ
っ
て
と
て
も
雄
大
。
」

「
今
回
は
始
ま
る
前
に
講
師
か
ら

『
説
明
し
て
る

途
中
で
口
を
は

さ
ま
な
い
よ
う

に
』
と
注
意
も

あ
り
、
集
中
し

て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
」
の

感
想
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

で
も
、
中
国

に
何
度
も
行
っ

て
、
い
ろ
ん
な

所
を
見
て
き
た

人
の
話
は
講
師
の
説
明
を
さ
ら
に
ふ

く
ら
ま
せ
て
、
興
味
尽
き
な
い
学
習

会
に
な
り
ま
し
た
。
（
森
脇

篤
子
）

日
中
堺
支
部
は
４
月
30
日
エ
ル
お

お
さ
か
本
館
５
階
視
聴
覚
室
「
ア
ジ

ア
か
ら
問
わ
れ
る
日
本
の
戦
争
」
展

で
「
に
が
い
涙
の
大
地
か
ら
」
を
上

映
し
ま
し
た
。

過
去
の
戦
争
で
遺
棄
さ
れ
た

化
学
兵
器
に
苦
し
め
ら
れ
る
人
々

の
姿
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
監
督
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
元
『
慰
安
婦
』
を
取
材
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
マ

ル
デ
ィ
エ
ム

彼
女
の
人
生
に

起
き
た
こ
と
」
の
海
南
友
子
。

遺
棄
兵
器
に
関
心
の
高
い
中

国
で
は
、
撮
影
中
か
ら
監
督
に

同
行
取
材
す
る
新
聞
や
テ
レ
ビ

が
殺
到
。
完
成
後
は
、
中
国
最

大
手
の
テ
レ
ビ
・
中
央
電
視
台

に
監
督
本
人
が
招
聘
さ
れ
て
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
の
全
国
放
送
で

こ
の
映
画
に
関
す
る
特
集
番
組
も
放

送
さ
れ
た
。
（
２
０
０
４
年
製
作
87
分
）

リ
ュ
ウ
・
ミ
ン
が
19
歳
の
時
、
父

親
が
、
旧
日
本
軍
の
遺
棄
し
た
砲
弾

の
事
故
に
あ
っ
た
。
手
足
が
吹
き
飛

び
18
日
間
苦
し
ん
で
死
ん
だ
。
父
の

死
後
、
治
療
費
は
莫
大
な
借
金
に
な

り
、
家
も
全
て
売
っ
た
彼
女
た
ち
は
、

一
生
働
い
て
も
消
せ
な
い
借
金
を
背

負
っ
て
し
ま
っ
た
。

李
臣
（
59
歳
）
は
29
歳
の
時
、
河

の
浚
渫
作
業
中
に
旧
日
本
軍
の
毒
ガ

ス
の
事
故
に
あ
っ
た
。
毒

ガ
ス
の
入
れ
物
に
触
っ
た

両
手
は
水
泡
が
沢
山
で
き

て
、
ぶ
ど
う
の
房
の
よ
う

に
膨
れ
上
が
っ
た
。
涙
が

止
ま
ら
な
く
な
り
、
手
の

指
と
指
の
間
は
く
っ
つ
い

て
水
か
き
の
よ
う
に
な
っ

た
。
体
中
か
ら
膿
が
で
て
、

口
や
性
器
は
腐
っ
て
ひ
ど

い
匂
い
が
し
た
。
毒
ガ
ス

の
後
遺
症
で
極
貧
生
活
に

転
落
し
た
李
臣
一
家
は
追

い
つ
め
ら
れ
て
２
回
、
自

殺
未
遂
を
は
か
っ
て
い
る
。

２
０
０
３
年
８
月
に
は
、
中
国
東

北
部
の
チ
チ
ハ
ル
市
で
、
新
た
な
遺

棄
毒
ガ
ス
兵
器
の
事
故
が
起
き
た
。

１
名
が
死
亡
、
子
供
を
含
む
43
名
が

深
刻
な
後
遺
症
を
負
っ
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
60
年
。
中
国
の

大
地
に
は
今
も
、
日
本
が
棄
て
て
き

た
兵
器
が
人
知
れ
ず
眠
っ
て
い
る
。

（
上
村

康
夫
）

堺
支
部

「
に
が
い
涙
の
大
地
か
ら
」
を
上
映

帰
国
者
二
世
の
生
活
支
援
を
求
め
る
請
願
署
名

団
体
要
請
や
学
習
会
に
取
り
組
む

５
千
筆
に
近
づ
く

城
北
支
部

日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会
開
く

葫蘆島からの邦人引き揚げを

描いた「一九四六」神戸展

8/31(水)～9/4(日)

10：00～18：00

原田の森ギャラリー
神戸市王子公園隣り

入場料大人1000円

３
０
団
体
以
上
の
参

加
で
開
催
さ
れ
た
、
ア

ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る
日

本
の
戦
争
展
が
４
月
30

日
と
５
月
１
日
エ
ル
大

阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
団
体
の
展
示
は
３
フ

ロ
ア
ー
に
分
か
れ
て
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
は
「
望
郷

の
星
」
を
上
映
、
50
名

以
上
の
参
加
者
が
鑑
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
映
画
の
主

人
公
・
長
谷
川
テ
ル
の
生
涯

を
展
示
、
関
連
図
書
も
展
示
、

堺
支
部
も
「
日
中
戦
争
の
毒

ガ
ス
戦
と
万
人
抗
」
を
テ
ー

マ
に
展
示
し
ま
し
た
。
反
戦

国
際
兵
士
伊
田
助
男
の
展
示

も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

展
示
会
場
で
65
筆
署
名
が
集

ま
り
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
３

「
日
本
は
中
国
で
な
に
を
し

た
か
」
７
部
販
売
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る
日
本
の
戦
争
展


